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アニサキス症の集団発生を見た千葉県鴨川市

周辺地域において水揚げされたカタクチイワシ

の寄生虫学的並びに疫学的調査

加藤桂子1）影井昇り林幸夫2）安藤由紀男3）

（掲載決定：平成４年９月９日）

要約

カタクチイワシの生食によると考えられる62名にも及ぶアニサキス症の感染源調査とその疫学的

考察を行い，次の様な結論を得たので報告する。

ｌ)．カタクチイワシにおけるＡ"isαｈｉｓ幼虫の感染は調査が不可能であった夏場の時期を除き，

年間ほぼ３－１１％の割合で見られた。

２１本虫の人への感染が２－４月に多発をみたのは，その時期に限ってカタクチイワシの生食を行

うという習慣に起因する。また，それが食品の流通機構の発達に伴って水揚げ地以外での

Ａ"isαｈｉｓ幼虫感染者の多発を招いたものと考えられた。

３)．カタクチイワシにはＡ"isα/eissmDpZe妬Ⅲ期幼虫以外にＣＯ"t7acaecumoscnZatum，

Ｈｊﾉste7ot/DyZactumaduncum，Ｈｓｐ線虫のⅢ期幼虫の感染を認めた。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｓａｒｄｉｎｅｓ，Ａｎｉｓａｋｉｄｎｅｍａｔｏｄｅ，Ｓｕｒｖｅｙ，Ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙ

た。しかしこのような調査方法には検討の余地が残され

ていたため，その後の1991年３月からその漁のシーズン

中に月ほぼ１回の割合でカタクチイワシの１ｋｇ（100尾

前後）を目標に約１年間国立予防衛生研究所に氷づけで

郵送され，それらについての詳細な寄生虫学的調査が行

われた。

イワシに対する検査はイワシを三枚に下ろした後，内

蔵のみを取り出して二枚のガラス板で圧平し，実体顕微

鏡下で虫体の有無を観察し，虫体の存在する場合は眼科

用ピンセットで虫体を摘出した。摘出した虫体は生理食

塩水でよく洗浄した後，６０°Ｃ，７０％アルコール液で固定

し，グリセリン・アルコールで透徹後，顕微鏡下に計測

と形態の観察を行い虫種を同定した。筋肉部分について

は三枚に下ろした段階で肉眼的に虫体の有無を観察した

が現在まで虫体の発見は行われていない。

調査結果

1988年から1990年までの調査成績

1988年８月以降，鴨川保健所において行われたカタク

チイワシの寄生虫学的調査の結果は表１に示すとおりで

あるが，1988年７月を除く各調査時には各種線虫の感染

がかなり高率に見られたが，それらのうちＡ"jsaんｔｓ幼

虫と考えられる20mm以上の虫体寄生が見られたカタクチ

イワシはほぼ２月から４月にかけて極めて高率感染を示

緒巨

1988年２月下旬から３月下旬にかけて千葉県鴨川市及

びその周辺地域においてカタクチイワシ［E7zg7auZts

/apo"ｊｃａ（Houttuyn)］の生食によると考えられる総

計62名にも及ぶアニサキス症の集団発生が報告され，行

政面からも重要視されるに至った（安藤ら，1992)。患

者はいずれも千葉県南東部沿岸で水揚げされたカタクチ

イワシの生食またはその酢漬けを摂食した後に発症して

いることが判明したので，その原因と考えられる同地方

で水揚げされるカタクチイワシについて年余にわたる寄

生虫学的検索を行い，いくつかの興味ある知見を得たの

でその結果について疫学的考察を加えて報告する。

検査材料と検査の方法

カタクチイワシの寄生虫学的な調査は，アニサキス症

の集団発生が一段落した1988年８月以降1990年４月まで

は，カタクチイワシ漁のシーズンに林並びに安藤の前任

地の鴨１１１保健所で行われた。その調査では肉眼的に見て

20mm以上の虫体をＡ"isαｈｉｓ幼虫と考えて調査が行われ

!)国立予防衛生研究所寄生動物部

2)千葉県勝浦保健所
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していた。その他，ＣＯ,zt7acaecum属並びにＨｊﾉste‐

rot/DyZactum属線虫幼虫の寄生が見られた。

検出虫体の寄生虫学的検索結果

今回の調査で見い出された幼虫体は分類学的には５種

類が分類された。その形態と分類学的根拠は以下のごと

くである。1991年以降１年間の調査成績

前項における調査結果はすべての虫体を検鏡して虫種

を同定したものではなかったためＡｍｓαんｉｓ幼虫の小形

のものは除外され，またその他の線虫類幼虫で大形のも

のは加算されている恐れがあったため，1991年３月以降

はカタクチイワシ漁のシーズンに限って詳細なカタクチ

イワシの寄生虫学的調査を行ったが，その結果は表２に

示した。

全線虫を含んでの感染率は前項の調査同様にカタクチ

イワシの捕獲が無く検査のできなかった６月から１０月ま

でを除いた期間では概して高率感染を示した。一方，

A7zisakjs幼虫のみの感染率を見ても調査月によって若

干の差は見られるが，１２月から５月までの期間，1991年

の３月と1992年の４月を除き３％から11％の間の感染率

であった。そのＡｍｓαﾉＩｃｉｓ幼虫寄生数は－尾当たり１隻，

稀に２隻の寄生が見られた。またその他のアニサキス亜

科線虫としてはCo7zt7acaecumoscuZatum並びに

Ｈｊﾉsterot/zyZacium属線虫幼虫が見られたが，その同

定の根拠となる計測値並びに形態については次項で延べ

る。

Ａ"isahissimpZex（Rudolphi，1809）Ⅲ期幼虫

本虫は体長18.18～33.76mm，体幅0.40～0.61mmで，そ

の頭端にboringtoothを有し，そのboringtooth近
くの腹面に排泄孔が開いている。筋肉Ｉ性の食道（1.91～

2.64mm）に続いて腺性の長い冑（095～1.56mm）を有し，

その胃と腸の移行部は斜めに接続している。尾端（尾長

0.07～0.13mm）は鈍円に終わり，その先端にはmucron

が見られた。以上の計測値並びに形態は小山ら（1969）

のそれらとほぼ一致し，ＡｓｉｍｐＺｅｓⅢ期幼虫と同定し

た。

Co7zt7acaecumoscuZatum（Rudolphi，1802）Ⅲ期

幼虫

体長4.18～9.70mm，体幅0.11～0.19mm，頭部にboring

toothを有し，その近くに排泄孔が開口する。体前方の

体表には幅16～l9jum，中央部には幅25～271ｕｍの極め

て顕著なcuticularstriationが見られる。筋性の食道

(0.50～0.57mm）に続いて短い腺性の胃（0.03～0.07mm）
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があり，やや長めの腸盲嚢（0.33～0.47mm）と胃盲嚢

(0.41～0.53mm）を有するが胄盲嚢の方がやや長い。尾

端は円錐形に終わり，突起や刺等の付属物は見られない。

尾長は0.09～0.12mmを計測する。本虫は小山ら（1969）

がＣＯ"がacaecumtype-B幼虫として報告したもので

あるが，今回の幼虫はそれより極めて小形で，その後

MoravecetaZ．（1985）によりＣＯ"t7acaecumoscu-

ZatumのⅢ期幼虫とされたものと同一種類であると同

定した。

体長5.21～12.12mm，体幅0.11～0.25mm，本虫も小山ら

(1969）によりＣＯ"t7acaeclLmType-Aとされ，その

後MoravecandNagasawa（1985）によりＨ・ｍ６ｒｉ

と同定されたものである。食道（0.59～1.34mm）に続き

短い胃（0.05～0.09mm）があり，胃及び腸よりそれぞれ

胄盲嚢（0.50～0.75mm）と腸盲嚢（0.07～012mm）が突

出しており，腸盲嚢が極めて短い点が特徴的である。尾

長は0.11～0.17mmで，その先端には１個の瘤状突起が見

られた。排泄孔は神経輪近くに開口していた。

Hyste7othyZaciumadu"cum（Rudolphi，1802）

Ⅲ期幼虫

幼虫の体長は3.45～19.64mm，体幅0.10～036mm，筋性

の食道（0.56～3.43mm）に続いて腺性の冑（0.04～０１０

mm）があり，胄盲嚢（0.30～0.87mm）と腸盲嚢（0.32～

1.13mm）を有する。排泄孔は神経輪近くに開口している

のが観察された。尾長は0.09～0.29mmを計測しその先端

には１本の刺を有していたが，その角皮下に見られるⅣ

期幼虫の尾端には多数の鯨が観察された。本虫は小山ら

(1967）によりＣＯ几t7acaecumType-Cと報告された

ものであるが，その後MoravecandNagasawa

(1985)，MoravecetaJ．（1985）によりＨ，α血"cⅡｍ

のⅢ期幼虫とされたものと同一種であると同定された。

HysteroCyZacmmsp．Ⅲ期幼虫

体長3.52～7.82mm，体幅0.09～0.18mmと小形で，腸盲

嚢がやや長〈（0.43～1.02mm)，冑盲襄は0.09～0.26mmの

長さを有した。尾部（尾長0.11～0.26mm）先端に円形上

に配列する７本の練を有しており，Yama-guti（1935）

がContracaecumType-Ⅱ，菊池（１９７０）が

Co7ztracaecumType-Fとして報告したものである。

しかし，本虫の排泄孔は神経輪近くに位置するため，

Hysterot/Ｍａｃｍｍ属に属するものと考えられたが，

現在その種の解明は行われていない。

考察

イワシの生食後Ａｍｓα/cｉｓ幼虫の感染が見られたとい

う症例の１人乃至は数例の患者報告は例数としては決し

て少なくはないが，集団的に発生したという報告は，前

記安藤ら（1992）の千葉県での報告以外に静岡県で発生

H)ﾉsteｱot/zyZacZIL7γL/tz6rt（Rudolphi，1819）Ⅲ期幼

虫
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おいて若干の違いが見られるが，ここでもＡ"Ｚｓａｈｉｓ幼

虫の中間宿主となるものは見られない。

これらが更に発育して一年たった９cm以上の成魚にな

ると摂食されるプランクトンには僥脚類ＣａＺａｎｚＬｓ

ｶﾞ"ｍａｒｃｈｉｕｓやＥｕc/zaetaspp．以外にオキアミ類の

EUphausiaspp・やMysissppoが含まれる様になり，
ここで初めてＡ"isαｈｉｓの中間宿主として報告のある

(大島ら，１９６９：ShimazuandOshima，１９７２：影井，

1972,1979）オキアミ類EILphausiaspp、の摂食が見

られる様になる。

以上のことから考えてＡ"isαんｉｓのカタクチイワシへ

の感染は1才を越えてから起きるものと考えられるが，

カタクチイワシの産卵は一年のうち春夏秋の３回見られ

ており，１才を越える期間もその産卵時期によりそれぞ

れ異なる。従って，夏場は旬ではないため，調査不可能

であったが，その他のカタクチイワシの漁期ではどの月

を見ても，その数％にではあるがＡ"isαんｉｓ幼虫の感染

が見られるものと解釈された。この様な感染率が数％で

ある理由は，関東域の大平洋でのオキアミ類における

Ａｍｓαﾉﾔｉｓの感染率が20,000匹に１隻程度の感染である

ことから理解できる（影井，1979)。

尚，本調査ではＡｍｓαｂｉｓ幼虫の全てはカタクチイワ

シの内蔵から見出されている。従って人体への感染は内

蔵を完全に除去しきれない状態で生食し感染したか，あ

るいはSmithandWootten（1975）の報告による様に

時間の経過と共に筋肉内に移行した幼虫を含むイワシ肉

を食べて感染したものと考えられたが，その証明のため

の実験は今後行っていく予定である。

人体感染の多くが２～４月に集中して見られたのは，

その時期にのみその地域住民がカタクチイワシの生ある

いは酢漬けを好んで食べる事にその原因があるものと考

えられた。そのような食習慣が近年における流通機構の

急速な発展によって，そのまま静岡県などへ飛び火し，

それらの地区でのカタクチイワシによるアニサキス症の

集団発生を招いたもの（目黒，1982）と考えるのが最も

妥当な線であろう。

カタクチイワシの漁獲量は1905年２３万トン程度であっ

たものが，1912年には10万トンに達し，その後は多少の

増減は見られるものの，横這い状態を呈していた。とこ

ろが，1950年以降には急激な漁獲量の増加が見られ，

1967年には43万トンに達し，その後年度変動はやや見ら

れるが減少する傾向は見られず，今後も横這い傾向は続

くものと考えられるので，カタクチイワシの生食如何に

よってはアニサキス感染者の発生は今後も起こるものと

考え，注意を喚起するものである。

した胃アニサキス症66名のうち千葉県房州沖産のカタク

チイワシを静岡県に入荷し，住民が生食した所18例が

Ａｍｓαｈｉｓ幼虫に感染したという症例を纏めて報告した

例が見られる（目黒，1882)。また，津田ら（1988）に

よる２月12日から同月19日までの僅か８日間に生あるい

は酢漬けのカタクチイワシを摂食後発生した47例（男子

34例，女子13例）の報告や，山下ら（1988）の鹿児島県

におけるアニサキス症患者629例に対するアンケート調

査で発病前にイワシ（種不明）を摂食していたと申告し

たものを纏めた79例についての報告が見られるに過ぎな

い。

また，イワシ類の検査についても系統だって調査が行

われたものは殆どなく，マイワシにおける調査ではその

多くが陰性結果を示しており，僅かにTakao（1990）

の玄界灘での感染率が４９％（春)，対馬東方での感染率

が22.5％を示したという報告と林ら（1988）の静岡近海

産マイワシの4.3％の中等度感染の報告が見られるに過

ぎない。ウルメイワシでの調査は報告の殆どが陰性で，

カタクチイワシでは山陰近海産についての原（1969）の

報告が25.0％の高率を示したと論じた報告が見られてい

るのみである。

このように感染源の調査資料も乏しく，また限局的な

イワシ生食による患者発生を見ている中で，今回のアニ

サキス症患者の殆どがカタクチイワシを生で食べている

という背景と，その感染源と考えられるカタクチイワシ

の通年調査は本症発生解明に役立つものと考えられた。

カタクチイワシはマイワシ程その生活環並びに生態が

研究されているものではないためかなり,憶測の域を出な

い所もあるが，近藤ら（1978）によると親魚から産みだ

された卵は３日程で孵化し，孵化直後の小魚は体長２６

mmを有するという。３－４日で体の卵黄腺が吸収され，

体は発育して口が開きシラスと呼ばれる3.6mm程度の体

長になると自分で餌が摂れる様になる。しかし，このシ

ラスの時期の摂餌は主としてコペポーダの卵やノープリ

アス期のもの，小型のコペポーダが主体で，Ａｍｓαｈｉｓ

幼虫の中間宿主として報告されている生物は含まれてい

ない。その後，１８°Ｃ位の水温では41日程で幼魚は体長１０

mm程度に発育し，摂餌は上記のもの以外にコペポーダの

コペポイド期のものを食する様になり，更に68日位で２０

mmに達すると摂餌は珪藻に変るという。

幼魚は更に発育して体長3.5～5.0cm位のエリカと呼ば

れる稚魚期になると，摂餌は上記のもの以外に甲殻類の

中のミジンコ類ＰＣ"jZia，Ｅｕαd"ｅ等になるが，これら

もＡｍｓα/eｉｓ幼虫の中間宿主としての報告はなされてい

ない。

未成魚期になると摂餌回遊を行い，カタクチイワシは

その殆ど（70～100％）が動物性のプランクトンを摂餌

する様になるが，それらのプランクトンの種類は春夏に

本調査研究の一部は第６１回日本寄生虫学会総会で報告

した。
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ＰＡＲＡＳＩＴＯＬＯＧＩＣＡＬＡＮＤＥＰＩＤＥＭＩＯＬＯＧＩＣＡＬＳＵＲＶＥＹＯＦ

ＡＮＩＳＡＫＩＤＬＡＲＶＡＥＦＲＯＭＳＡＲＤＩＮＥＳ，Ｅ/ＶＧＲ４ＵＬＩＳＬ４ＰＯｊＶＩＣ`４，

ＣＡＵＧＨＴＩＮＴＨＥＳＥＡＮＥＡＲＫＡＭＯＧＡＷＡＣＩＴＹ，ＣＨＩＢＡＰＲＥＦＥＣＴＵＲＥ，ＪＡＰＡＮ，

ＷＨＥＲＥＨＵＭＡＮＡＮＩＳＡＫＩＡＳＩＳＰＲＥＶＡＩＬＥＤ

ＫＥＩＫｏＫＡＴＯ１)，ＮｏＢｏＲｕＫＡＧＥＩ１)，ＹｕＫＩｏＨＡＹＡＳＨＩ２）ＡＮＤＹｕＫＩｏＡＮＤＯ３）

〃Depα""ze"'ｑ/ＰｔＪｒａｓｊｊｏ/０８]ﾉ,Ｍｚ//o"αノルs/ｊ“ｅｑ/ＨＣａﾉﾉﾉ２，
TqyamaI-23-I，Ｓ/zml/Ｍ砂〃’７ＭｙｏＩｍ,ノtZpα"；

２ﾉKZJfs"”αP"b/花Ｈｃα//ﾉzα"ZenKZJ応""'VIC/〃,ＣＭ)α299-52,〃pα";

3ﾉSα〃raP"ＭｃＨＣａ肋Ce"/e,,SaA"raCjZ〕ﾉ,C/ｌｊ６ａ２８３,血pα"

Ａｓｍａｎｙａｓ６２ｃａｓｅｓｏｆｈｕｍａｎａｎｉｓａｋｉａsisoccurredinKamogawaCity,ChibaPrefecture,Japan,from

theendofFebruarytoMarch，1988．Sincethecauseofthoseinfectionswereconsideredtobeduetoeating

sardinesraw,weexaminedsardines,Ｅ"9,Ｗ/LMZpo"にα,caughtintheseanearKamogawaforthepresence

ofAnisakidlarvae・Ｔｈｅｒｅsultsofthestudyareasfollows：

1）TheinfectionratesofthirdstagelarvaeofA"jsakjssjmp/巳xinsardineswere3tollo70duringａｐｅｒｉｏｄ

ｆｒｏｍＮｏｖｅｍｂｅｒｔｏｎｅｘｔＭａｙｗｈentheexaminationwaspossible、

2）PeoplehadachanceofeatingrawsardinesexclusivelyinFebruaryandMarchAtthesametimethese

fisheswereshippedfreshfromChibaPrefecturetootherprefecturesandsomeanisakiasisbyeatingraw

sardinesoccurredinsomeareas，TheprevalenceofanisakiasisinanｄｏｕｔｏｆＣｈｉｂａＰｒｅｆｅｃｔｕｒｅｍａｙｎｏｔ

ｂｅｉmprovedunlessthepresentfood-marketingsystemisimproved

3）Ｂytheexaminationofsardines,wealsofoundthepresenceofothersspeciesofanisakidlarvaei.e・ＣＯ"

／maJec"'７１０sαｲﾉﾋJ/"'γＭ１〕′s/eror/zyﾉａｃｊ"、αcﾉ""αｨ、,Ｈ／ｔＷｊａａｎｄＨｓｐ.，




